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研究要旨 
本研究では, 米国の大学の手話通訳養成学科の一部で使用されているVRS養成カリキュラ

ム，“Introduction to VRS Interpreting Curriculum”（VRS Interpreting Institute, 2
017）に組み込まれている「VRSにおけるデマンドコントロール理論」「CAのセルフケア」の
観点について関連研究の文献レビューを行い,CA養成に必要なスキルについて整理を行った。
これらに基づき,我が国で求められるCA養成のプロトタイプカリキュラムの一部を提案した。 

   
 

 

Ａ．研究目的 
令和 2 年 6 月 12 日に「聴覚障害者等による電

話の利用の円滑化に関する法律」が公布され，令

和 3 年度中に電話リレーサービス

（Telecommunication Relay Service, 以下
TRS）が公共インフラ化される見通しとなってい

る。聴覚障害者と聴者のやりとりは，手話

（Video Relay Service, 以下 VRS）や文字

（Message Relay Service, 以下MRS）でつなぐ

オペレーター（Communication Assistants, 以下
CA）が通訳を担っている。TRS での通訳は，対

面で行う通訳とは異なり，高レベルのストレスが

かかると言われている。このような通訳環境に適

切に対応するために必要となる通訳関連スキルに

ついて具体的に明らかにした上で，CA の養成カ

リキュラムに反映することを目的としている。 
Ｂ．研究方法 
米国の大学の手話通訳養成学科の一部で使用さ

れている VRS 養成カリキュラム，“Introduction to 
VRS Interpreting Curriculum ” （ VRS 
Interpreting Institute, 2017）に組み込まれてい

る「VRS におけるデマンドコントロール理論」「CA
のセルフケア」の観点について関連研究の文献レビ

ューを行い，CA に必要なスキルについて整理を行

った。そのうえで，我が国で求められる CA 養成の

プロトタイプカリキュラムの一部を提案した。 

（倫理面への配慮） 
本研究は，文献検討に基づいて CA 養成のプロトタ

イプカリキュラムの一部を提案するものであり，倫

理面への配慮を要しない。 
 
Ｃ．結果と考察 
１．VRSにおけるデマンドコントロール理論 
 手話通訳・文字通訳の研究においては，通訳作業
にのみ焦点が当てられがちであるが，通訳者は単に
通訳を行うだけではなく，会話場面での円滑な進行
を促すための役割を持っていることが指摘されて
いる（Roy，1992）。会話場面での手話通訳におけ
る場の調整技術を分析した研究では，①通訳の時間
的な遅れを解消するための調整，②確実な伝達のた
めの調整，③手話と日本語における会話表現の差異
の調整，④参加者が場を共有できるようにするため

の調整，という技術が用いられていることが明らか
になっている（中島ら，2006）。 

VRSでは，対面でのコミュニケーションとは異な
り，ジェスチャー，身体配置，視線などの様々な非
言語の情報がなく，言語情報のみで内容や話者の状
況を把握しながらの通訳となるため，対面での通訳
と比較してかなり高度な会話調整技術が求められ
る。“Introduction to VRS Interpreting Curricu
lum”では，「レッスン9：VRSに関するCAの視点」
において，VRS に関するCAの視点，VRSにおける
様々なデマンド，およびセルフケアの方略について
扱う回が設けられている。具体的には，（1）様々な
VRS利用者によるデマンドの種類，（2）CAが対応
するであろう様々なコールタイプ（レジスターの問
題も含む），（3）CAによる通話の調整方法，（4）
様々な通話と発信者タイプのデマンドに応じたコ
ントロール方法，（5）VRS利用者へのカスタマー
サービスアプローチ，（6）ストレスと燃え尽き症
候群およびその緩和方法，が学習内容として取り上
げられている。 
 ただし，米国の手話通訳養成においては，VRS養
成カリキュラムに入る前の通訳養成プログラムに
おいて，デマンドコントロール理論について学んで
いる。テキストとして用いられている“The Dema
nd Control Schema：Interpreting as a Practice
 Profession”に記載されているデマンドの種類と
内容を表1にまとめた。デマンドには主要デマンド
と副次的デマンドがあり，その後の対応に繋げるた
めには副次的デマンドを正確に把握する力が求め
られる。これらのデマンドに対し，通訳者はコント
ロールを行う。コントロールとは，通訳者が持つ資
源や，生じているデマンドに照らし合わせて取りう
る対応のことであり，対応しないことも含まれる。
どのようなコントロールを行うかにあたっては，通
訳者の特性（性別，年齢，民族性など）を考慮する
必要がある。対面であろうとVRSであろうと，通訳
者はこれらのデマンドを把握したうえで適切にコ
ントロールすることが求められている。 
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我が国の手話通訳・文字通訳養成においては倫理
綱領に対応させて事例検討を行い，現場での様々な
調整方法について学ぶ機会がすでに設けられてい
る。しかし，VRSにおいてはさらに様々な場面につ
いて，発話者が見えない状況で対応しなければなら
ない。そのため，どのような場面に遭遇しても，そ
の場の問題点を捉え，自分に可能な対応を即座に判
断できる能力が必須となる。CAとしてTRSを担う
ためには，養成段階でこれらのデマンドコントロー
ル理論について学ぶ機会を設けると共に，対応が難
しい通話や通話者と遭遇することを想定して，その
場で使える様々なアプローチについて論じたり実
践する機会を設けることが必要であると言えよう。 
また，“Introduction to VRS Interpreting Cu

rriculum”では，養成段階でこのようなスキルを身
につけていてもCAの業務負担は決して軽くはなく，
燃え尽き症候群に気をつけねばならないことが指
摘されている。次項では，CAのセルフケアについて
論じることとする。 
 
２．CAのセルフケア 
手話通訳者・文字通訳者の職業病として，頸肩腕

障害がある。厚生労働省の手話通訳者養成カリキュ
ラムの中には，「手話通訳者の健康管理」が含まれ
ており，手話通訳労働が身体及び精神に及ぼす疲労
や影響を正しく理解し，健康に手話通訳活動ができ
る条件を習得する」とされており，その内容は「手
話通訳のメカニズム」「健康管理の方法」とされて
いる。また，厚生労働省のパソコン要約筆記者養成
カリキュラムには健康管理に該当する内容は含ま
れていない（要約筆記者養成テキスト作成委員会，
2013）。 
“Introduction to VRS Interpreting Curricul

um”では，「レッスン15：セルフケア」において，
VRSのデマンドの特有のセルフケア方略について
扱う回が設けられている。具体的には，（1）セルフ
ケアを明確にし，自身のセルフケアの状態を評価す
ること，（2）通訳の分野や西洋のヘルスケア制度
で定義された傷害（損傷）について話し合うこと，
（3）セルフケアに関する関連研究について言及す
ること，（4）適切な立ち姿勢と座姿勢を示すこと，
（5）重要なバイオメカニクス的考察を引用するこ
と，（6）生物工学的リスクの傾向について認識す
ること，（7）セルフケアのための方略を身体活動
のガイドラインにて述べること，（8）症状管理の
対策案を提供すること，が学習内容として取り上げ
られている。 
手話通訳者の職業病のリスクは，他の職種よりも高い
ことが指摘されている（RIT Study, 2016：Qinら,20
08)。例えばカナダの研究では，年齢層別の筋骨格
損傷の有病率を一般人と通訳者とを比較した場合，
調査対象である20～69歳の全ての年代において，
一般人よりも通訳者のほうが有病率が高かった（W
oodcockら, 2008）。このように，通訳者が筋骨格
症状の発症または悪化しやすい仕事関連の要因とし
て，手話をしている時の姿勢の悪さ，通訳をしている時
の筋肉の緊張，力んでいる手話表出，自然な手話ポジ
ションである肩・腕の位置を維持できないこと，手話表
出の空間が必要以上の大きい・小さいこと，ぎくしゃくし
た動きや速い動き，が挙げられている（Johnson，200
3）。通訳時の姿勢や筋肉の緊張は文字通訳におい
ても同様であり，通訳方法に関わらず通訳者は職業
病のリスクを抱えていると言えるだろう。 

特にVRSを担うCAは，様々なストレスがかかっ
ている（Bowerら，2015）。デマンドコントロール
理論に基づいた対応を行っていたとしても，ストレ
スが生じやるい環境であることは避けられない状
況にある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらの対応として，通訳者自身が健康管理とし

てセルフケアを学ぶことで，通訳者に症状管理の方
策を与えることができるとされている。実際，ワー
クショップにて人間工学的な知識を得ることによ
り，ワークショップに参加していない群と比較して，
姿勢が改善され，筋骨格の痛みが改善していたとす
る研究もある（Romanら, 2015）。米国では，RID
(2007)が通訳者のセルフケアについての指針を出
しているが，CAの姿勢改善や疼痛管理を図るため
には，CA自身が指針を踏まえて人間工学的知識を
幅広く持ち，ワークショップ等で適切に実践してい
くことが重要であろう。 
また，通訳者がすでに職業病の症状が出ている場

合は，その程度が重いほど筋疲労感や通訳支障の訴
えが早く生じ，症状の重い群は肘の低下や移動距離
の減少が見られることが明らかになっている（北原
ら，1996）。そのため，CA業務を健康で長期に担
うためには，職業病の予防は必須であると言えよう。
頸肩腕障害だけではなく，燃え尽き症候群になるC
Aも居ることから（Bowerら，2015），CAの養成段
階だけではなく，現任のCAに対しても，セルフケア
の教育・実践は重要である。 
 
Ｄ．結論 
本研究の結果と考察をふまえると，我が国におけ

るCA養成のプロトタイプカリキュラムにおいても，
「デマンドコントロール理論」「CAのセルフケア」
は重要である。また，知識を学ぶだけではなく，適
切に実践できるよう身につけなければならない。 

VRSにおけるデマンドコントロール理論におい
ては，対応が難しい通話・通話者と遭遇したときに
使える様々なアプローチについて論じたり実際に
検討ができることを目標に，CAのセルフケアにお
いては，①VRS通訳者に多い身体的・精神的疾病に
ついて説明できること，②発症のメカニズムについ
て説明できること，③発症や重傷かを予防するため
の具体的なセルフケアの方法を挙げることができ
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ること，を目標としたカリキュラムを提案したい。
これにより，VRS特有の通訳環境においても適切な
対応ができるCAの養成が可能となるであろう。 
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